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１．はじめに 

 水素社会の実現のためには，安全な水素供給を担

保する水素ステーションと水素輸送のリスク評価が

不可欠である．これらのリスク評価の事故シナリオ

を作成する際に，評価対象である，もしくは輸送ルー

トを決める，将来の水素ステーションの立地情報が

必要である．水素ステーションの立地に関する既往

研究 1-4)を概観すると，移動式ステーション等のステ

ーションの運営方式に制約があり，ステーション立

地の決定要因である需要と供給を同時に考慮してい

ない，安全規制緩和による影響を考慮していない，な

ど多くの問題が確認された．そこで，本研究は，ステ

ーションの運営方式の網羅性の高く，需要と供給を

考慮し，規制影響の評価可能な，新たな水素ステーシ

ョン立地予測モデルの開発を行う． 

 

２．水素ステーション立地予測モデル 

 水素ステーション立地予測モデル（立地モデル）の

全体像を Fig.1 に示す．立地モデルは需要モデルと

供給モデルから構成され，両モデルから得られる水

素ステーション候補の燃料電池車（FCV）来店台数と

FCV 受入台数から稼働率を算出し，その稼働率 30％

を超えたら，当該店舗は水素ステーションとして営

業することが決まり，立地が確定する． 

立地モデルは，HS 運営方式の網羅性を確保するため，

移動式と定置式，水素供給能力 300Nm3/h と

2000Nm3/h を考慮した．さらに，ガソリンスタンド

（GS）が HS の潜在的な候補と考え，併設と新設す

る場合も考慮した．需要モデルでは，FCV の普及は

ハイブリット自動車（HV）の普及と同じ傾向を持つ

と仮定し，HV 普及傾向 5）にタイムラグを与えて FCV

普及台数を予測した．経済産業省の PRTR データ 6）

から得られる既存GS店舗の有害物質排出量をHS候

補の自動車来店需要の代理指標として採用した．供

給モデルでは，既存 GS，HS の面積情報 7）から運営

方式別受入可能台数を設定した．この設定の際に，規

制影響を考慮できるように，シナリオ機能を付加し

た．将来予測のための基本入力データとして将来予

測値が充実する人口 8)を用いた． 

 

３．横浜市を対象としたケーススタディ 

横浜市を対象に予測モデルを適用し，2050 年にお

ける規制シナリオ別の水素ステーションの面積分布

および空間分布を示す（Fig.2 ，Fig.3）．2050 年に
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Fig.1 水素ステーション立地予測モデルの全体像 
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(a)  現状規制シナリオ (b)  規制緩和シナリオ 

Fig.2 2050 年におけるシナリオ別水素ステーション面積分布 

 

おける横浜市の移動式水素ステーションは現状規制

シナリオで 121 箇所，規制緩和シナリオで 11 箇所

である．また，定置式水素ステーションに関して，

現状規制シナリオの郊外を中心とした立地に対し，

規制緩和シナリオでは都市部を含む広い範囲での立

地を確認した．以上より，移動式水素ステーション

の存在および規制の有無が将来の水素ステーション

の立地に大きく影響することを明らかにした． 

 

４．結論 

 本研究は，ステーションの運営方式の網羅性の高

く，需要と供給を考慮し，規制影響の評価可能な，水

素ステーション立地予測モデルの開発した．さらに，

横浜市のケーススタディを通じて，本研究で開発し

たモデルの実行可能性を検証した． 
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(a)  現状規制シナリオ (b)  規制緩和シナリオ 

■：移動式 ■：定置式（300Nm3/h） ■：定置式（2000Nm3/h） 

Fig.3 2050 年におけるシナリオ別水素ステーション空間分布 


